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入 江 識 元
(平成 8年10月31 日受 理)
要 旨
こ の 論文 の 目的 は , Hen ryJa m e sの 代表的な中編Daisy M iller の 冒頭を分析 し, Ja m esの こ の 作品に
おけ る視点人物 の 特徴に つ い て考察す るこ と であ る｡ Ja m e sの こ の 作品に お ける もく ろみ は , 視点人物
の 二 元論的な視点を通 じて , 様々 な ｢問 い か け｣ を設定する こ と に ある ｡ ア メ リ カか ら の若 い 離脱者
W interbo u r n eは , 二項対立的な視点か らDaisyの 反復的な行動を観察する ｡ 彼 の 判断 の材料はDaisyの
顔 やtoneであ る｡ そして , 彼 の 判断 の 及ば な い よう な彼女 の 常に変化 して い る部分 に 当惑し, こ れを合
理化 し, 彼女を彼に と っ て 理解可能な人間像に作り上げ る｡ Daisyを疎外する の は , ヨ ー ロ ッ パ の 風景
や閉鎖的な社交界 の み ならず, 利 己的なW interbo u r n e自身の視 点なの であ る｡ W interbo u rneの 視点は
こ の 作品を通 じて成長する こ とは な い o こ の作品は常に ヨ ー ロ ッ パ 娘をstudyし続ける彼 で始まり , 終
わ る の である ｡ しか しなが ら, こ の作品にお い て 重要 なの は , そうした プ ロ ッ トその も の に ある の で
は なく , Ja m e sの全 て の 作品に特徴的な, 視 点人物 の ｢問 い か け｣ で あり , 反復的な行為 の中で視点人
物 が ど の よう に w o nderを増幅させ て ゆくか , と い う点 に ある の だ ｡
キ ー ワ ー ド
問 い か け, 二 項対立 , 二 元 論, 視 点或 い は視 線, 顔 , ト ー ン ,
1 イ ン ト ロ ダク シ ョ ン
Daisy Mille r(1878)は He n ry Ja m e sを い ち
やく有名 に した 中編小説 であり, 彼 の作 品 の
重要な特徴 で ある ｢国際テ ー マ ｣ と ｢心 理的
リ ア リ ズ ム ｣ を前も っ て予示 した 文学史上 の
c a n o nと して 一 般 に 浸透 し て い る ｡ と こ ろ で
こ の ｢心理 的｣ と い う言葉 は大変重要な意味
を持 っ て い る ｡ なぜ なら ｢心理 的｣ と い う用
語は ｢認識論的｣ と い う意味 であり , ｢存在論
的｣ と い う用語 と対 で用 い られ る は ずだ か ら
である ｡ Ja m e sに お け る )) アリズ ム は , ｢存在
論的な｣ 実在 で は なく , 出来事の 受容者 であ
る個 人の 眼を通して 認識さ れ た実在 であり,
そ こ で , 登場人物 の 視点の 置き方が問題 にな
っ て くる の である ｡
｢視点人物｣ の 設定 はJa m e sの 作品を論 じる
際に よ く 問われ る問題 である ｡ ｢視 点 人物｣ の
設定 でJa m e sが もく ろん だ の は, 秘密 と その
隠匿に 関わる こ と で ある ｡ あ る秘密 と関 わり,
そ れ に対 し, 視点人物 が絶えず ｢問 い か け｣
を繰り 返す こ と ｡ こ れ がJa m e se?作 品 の
一
つ
の ポイ ン ト と な っ て い る｡
Ja m e s研究 に 存在 する い わゆ る ｢国際 テ -
総 合基礎 グ ル ー プ
60 入 日
マ ｣ と い う用語｡ こ れ はD aisy Mille rに お い て
はJa m e sの 他の 作 品 と 同様に ア メ リ カ対 ヨ
ー
ロ ッ パ の 二 項対立 である ｡ しか し , もしこ の
二 項対立 が こ の 作品の 意図する と こ ろ の 全て
である とする なら, なぜ 第1部 が夏の ス イス で
あり, 第 2部 が 冬 の イ タ リ ア な の だ ろ う ｡
Ja m e sはDaisy Millerを発表す る三 年 ほ ど前
の18 75年に 永住 の 意を固 め て ヨ ー ロ ッ パ - 痩
っ た ｡ そ して , 死 の 前年 の1915年 に はイ ギリ
ス に 帰化 して い る ｡ こ の 事実 と, 彼 の 作 品の
内容を考え合わ せ れ ば , Ja m e sの 策略は む し
ろ , ア メ リ カ か ら ｢離脱｣ した 青年 の 視線そ
の もの に あ っ た の で はな い か , と い う こ とは
容易に 想像 できる ｡
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一 口 ッ パ に い るア メ 1) カ人や , ア メ リ カ
に い る ヨ ー ロ ッ パ 人, すなわ ち ｢場違 い な｣
設定に い る 人種を登場人物 として 描く こ との
効果は 二 つ あ る ｡ 一 つ は , 秘密 の 増幅 であり,
今 一 つ は人種を 一 度外すこ と である . 秘密 の
増幅と は, 視点人物 の W inte rbo u r n eが, 長く
ス イ ス に住 み 慣れ て い る ため母 国ア メ リカ の
性質を失 っ て い る だ ろう と い う憶測に よ っ て ,
ア メ 1) カ女性 の Daisy M illerに 対 し異常 なま
でに 秘密と憶測を増幅さ せ る と い う こ と で あ
る ｡ 人種を外すと い う こ とも秘密 の 増幅に 関
わる こ と である が, 自然や 風俗や 言語 と い っ
た も の が , ｢場違 い な｣人 種 , つ ま りfor eign e r
に対する秘密 の 生成に 加担する の で ある ｡
こ の 論文 に お い て 筆者は , こ の 作品全体 を
通して 見る の では なく , あく ま で冒頭 に固執
し, 必要 があれ ば作品の 他の 部分に 言及 する ,
と い っ た 態度を 一 貫 して とる こ とに する ｡ な
ぜ なら, 視点人物 の視 線 の 特徴 が最 も表れ て
い る の は , こ の 作 品 では 冒頭の 部分 であり ,
他の 登場人物 との 冒頭 で の 出会 い が本論文 の
テ ー マ に と っ て 重要 な鍵を握る か ら である ｡
2 ' 弁証法 的 な視線
2. 1 夏と冬, 生 と 死 , 二 項対立 的設定
こ の 作品 は 二部 に分 か れ て い る ｡ そ して そ
識 元
れ ぞれ の 設定は, 夏の ヴ ュ ヴ ュ ー と冬 の ロ ー
マ であり, あた か も 二項対立を読者に 促すか
の よう である ｡ 冬 と い えば , 主人公 で あり,
視 点 人物 で あ る W inte rbo u r n eの 名前 は win-
te r+bo u r n eと い うように , 冬 の イ メ ー ジ を読
者に 与える ｡ ちなみ に , bo u r n eに は ｢境 界｣
｢領土 ｣ の 意味 の他 に , ス コ ッ トラ ン ドや 北
イ ン グラ ン ドで は ｢小川｣ や ｢細流｣ を意味
する ｡ 一 方, Daisyの ほうは 文字通り ヒ ナ ギ ク
な どキク科 の 総称 で あり , は つ ら つ とした イ
メ ー ジ を連想さ せ る ｡ ちなみ に 花言葉は ｢無
垢(in n o c e n c e)｣ ｢平和(pe a c e)｣ ｢希望(hope)｣
と い う, ま こ とに Daisyの イ メ ー ジ に相 応しい
もの で ある ｡ と こ ろ が , こ のdaisyに はそ の イ
メ ー ジ に 相反する意味も含まれ て い る ｡ c o unt
the daisie s, pu sh up the daisie s, u nderthe
daisiesな どの 成句は, キ ク が故 人に 供え られ
る花 の イ メ ー ジ か ら, ｢死｣ の 意味を提 示 す
る ｡ こ れ はDaisyの 死 と い う結末を連想さ せ る
に充分 な意味付け で はある が , こ の エ ロ ス と
タナ ト ゥ ス を同時 に 持 つdaisyと い う名称 は,
読者 に と っ て 不可解 なDaisy の 分裂 的性格 を
表すに 恰好の 名称 で もある わけ である ｡
こ れ と は 少 し異 な る が , Alfr ed Kazin は
Ja m e sの Bosto nia n s(1886)の 一 節 を巡 っ て ,
次 の よう な見解を示して い る ｡
Ja m e shim s elfs a w Bo sto n a s winter, his
belo v ed Eu rope a sthe v ery perfe ctio n of
s u m m e r.
*1
こ こ に 見ら れ る の は , A m eric a対Eu r opeと
winter対s u m m erの 二項対立 である ｡ Jam esは
ア メ ))カ を winterの イ メ ー ジ で, また ヨ ー ロ
ッ パ をs u m m e rの イ メ ー ジ で捉えて い る が ,
これ は彼 の 作品 に お ける特徴 の 一 つ と言える ｡
と こ ろ で , Winte rbo ur ne は ア メ リ カ か ら の
exile であり, Daisyは生粋 の ア メ リ カ娘 である
か ら, Kazin の 見解 と は明 ら か に 異なる ｡ こ の
あ た り にJa m e sの こ の 作 品 で の 特徴 が 見 られ
視点人物 の w o nder
る ｡ つ ま り , A m e ric a - winter対 Eu r ope -
s um me rと い う 二 項対立 で は なく , ア メ リ カ
か ら の e xile, ヨ ー ロ ッ パ の ア メ リ カ 人, ス イ
ス の 夏や ロ ー マ の 冬に お ける ヨ ー ロ ッ パ 的な
背景 と い っ た , ア メ リ カと ヨ ー ロ ッ パ の 微分
的な結合 が 見られ る の で ある ｡
冒頭 の ナ レ ー シ ョ ン で , ア メ リ カ人 が多く
な る6月頃に なる と ヴ ュ ヴ ュ ー は ア メ リ カ の
海水浴場 の char a cteristicを呈 して ( る , とあ
る ｡
In this r egion ,in the m o nth ofJu n e, A m er-
ic a ntr a v eller s a r e e xtr e m ely n u m e r o u s;it
m ay be said, inde ed, that Ve v ay a s s u m e s
at this period s om e ofthe chara cteristic s
of a n A m eric a n w atering-Pla c e. T her e
ar e sights a nd s o u nds which e v oke a
visio n, a n e cho, of Ne wpo rt a nd Sar-
atoga = ‥ Yo u r e c eiv e a nim pr e s sio n ofthes e
things at the e x c ellntin n ofthe
"
Tr ois
Co u ron ne s,
"
and are transportedin fancy
to the Oc e an Ho u s e oI~tO Co ngr e s sHall.
*2
Tr oisCo u r o n n e sの 旅館 に い る と , Ne wpo rt
やSar atoga の 旅館 に い る よう なfancyを覚え
る ｡ こ こ で提示 さ れ る の は , ヨ ー ロ ッ パ の 典
型的な町 の ア メ リ カ化 であ る｡ 夏は ヨ ー ロ ッ
パ 対ア メ リ カ の 二項対立 を崩す季節 であり ,
ア メ T)カ 人 が ア メ )) カ人の ま ま で ヨ ー ロ ッ パ
社会 の 中に 溶け込め る季節 で ある ｡
しか しその す ぐ後 で こ の よう な但し書き が
つ く ｡
But at the
"
Tr ois Co u r o n nes,
"
it m ustbe
added
,
there a re other fe ature sthat ar e
m u ch at v aria n c e with the s e s ug gestion s:
n e at Ger m a n w aite r s, w holo ok like s e c r e-
ta rie s of legatio n; Ru s sia n prln C e S S e S Sit-
tlng l nthe ga rde n;little Polish boys w alk-､
ing abo ut, held by the ha nd, with their
61
go v e r n or s;a vie w ofthe s u n ny cr e st of the
De ntdu M idia ndthe pictu r e squ eto w er s
ofthe Ca stle of C hillo n. *3
前述の 錯覚と矛盾する , つ け加える べ き特
徴 が い く つ か ある と い う こ と｡ こ の特徴 とは
Ge r m a n w aite rや , Ru s sia n Prin c e s s e sや ,
little Polish boys の こ と であり, 或 い はDe nt
du M idiの 山頂やthe Ca stle of C hillo nのpic-
tu re squeな塔 の 風景 である ｡ こ の 但 し書きは ,
直前の 文 とは 明 らか に 異質 である ｡ こ こ に は
ア メ リ カ 人と相寄れ ない も の が ヨ ー ロ ッ パ に
存在 す る の だ, と い う 示唆 が あ る ｡ pictur-
e squ eはイ タリ ア語のpittore s c oに 由来する語
であり , ヨ ー ロ ッ パ 的な絵画の 風景をイ メ ー
ジする もの で ある ｡ こ の こ とか らも, ヨ ー ロ
ッ パ の 典型的な風景 が ア メ リカ 人を ヨ ー ロ ッ
パ か ら区分けし排除す る こ と が わ か る だ ろう ｡
前述 の , winter対s u m mer, ア メリ カ対 ヨ ー
ロ ッ パ の 着眼か ら見れば , 夏は ア メ リ カ人を
ヨ ー ロ ッ パ に 馴染 ませ る季節, すなわ ちfor-
eign e rがfor eign erで なく なる季節 で あり, こ
の 対 応 か ら考 え れ ば , 冬 はforeigner がfor-
eign erとして 扱わ れ る季節 である か ら, 夏の
ヴ ュ ヴ ュ ー に お い て 自由活発なDaisyが 冬 の
ロ ー マ で死 ぬ と い う筋書きは的を射て い る と
言える ｡ 重要 なの は , ア メリ カ - winter, ヨ ー
ロ ッ パ - s u m m e rの 対応で は な い と い う こ と
だ ｡ さ ら に , 上 の 引用 の 但 し書き で物語る の
は, 夏はfo reignerを歓待 して い るよう に 見せ
か け, ヨ ー ロ ッ パ の 排他性を隠蔽する季節だ
と い う こ と であり , 従 っ て , 反対に 冬は そ の
排他性 を露呈する季節 だ , と い う こ と が類推
で きる の で ある ｡
2. 2 視点或 い は視線の 設定
冒頭 の 場面 は , 今 か ら (こ の 物語 が 語られ
て い る 時 か ら) 二, 三 年 前, 夏 の 朝, Tr ois
Co u r o n n e sの 庭 で の 設定 である ｡ Winterbo u rn e
は前 日 に ジ ュ ネ - ヴ か らや っ て きた ｡
62 人 tl
Ihardlykn o w whethe ritw a sthe a n alogle S
orthe differ e n c e sthat w er e up per most in
the mind of a yo u ng A m e ric a n, . . .
* 4
Winterbo u r n eの 心 に あ る ア メ リ カ と ヴ ュ
ヴ ュ ー の 類似 と相違 の 問題 ｡ 類似 と相違 は相
対立す る概 念の よう に 思われ る が , 実は 同じ
一 つ の 立場 をと っ て い る に す ぎな い ｡ 二 元論 ,
或 い は弁証法 と い う立場 である｡ W interbo ur ne
の 眼差 しは 二 元論 的 である ｡ そ れは こ の よう
な風景を分析する場合の み ならず , Daisyを分
析する場合 に お い て も同じ で ある ｡
と こ ろ で , W inde rbo u r n eに 言及 する場合 ,
yoヮngとA m eric a nの 語 を用
い て 形 容 す る の
はな ぜ だ ろうか ｡ こ れ は視点 (視線) の 設定
を考え る場合重要 なこ と である ｡
W inte rbo u r n eと い う視 点 人物 の 設定 は2 7
歳位 の 若 い ア メ リ カ人｡ こ の ｢若さ ｣ が 彼 の
視 点に 影響 を与え得る こ とは 言うま でもな い
だ ろう ｡
… w he n his frie nds spoke of him , they
u s u aly saidthathe w as atGe n e v a
"
study-
1ng.
" Whe nhis e n e mie s spoke of his, they
s aid - but, after all, he had n o e n e mie s;
*5
彼 の 友人 が 用 い るstudyと いう用語 ｡ ちなみ
に こ の 小説は , studyingで始まり , studyingで
終 わ る(a r eport that he is
"
studying
"
ha rd,
*6)｡ また, こ の 作 品の 副題 は
``
A Study
"
で ある ｡ これ は通常 ｢習作｣ と解さ れ , そう
訳 され る . だ が こ の studyを こ の 作品 の キ ー ワ
ー ドと捉える こ とも可能 である ｡ つ ま り若 い
ア メ リ カ 人音年 の studyの 物語 とし て 捉え る,
と い う こ と である *7｡
W hat lsho uld s ay is, sim ply, that w he n
c e rtain per s o n s spoke ofhim they affir m ed
that the r e a s o n of his spe nding s o m u ch
tim e atGe n e v a w a sthat he w a s e xtr em ely
識 元
de v otedto alady wholiv edthere- a for-
elgn lady- a per s o n olde rtha n him s elf.
Veryfe w A m eric a n s-inde edl think n o n e
-had ever see n this lady, abo ut who m
ther e w e r e s o m e slngular storie s.
*8
こ の 引用 で わ か る の は , 彼 に は夢中に な っ
て い る年上 の 外 国人女性 が い る と い う こ と ｡
すなわ ち彼に と っ て の studyとはfor eign lady
をstudyする こ とだ と い う こ と である ｡ と こ ろ
でfor eign と は ど の 国に 属 す る者 の こ と か ｡
A m e ric a nと い う語 が 別 に 用 い られ て い る こ
とか ら, ヨ ー ロ ッ パ 系 の 女性を指 して い る の
で はな い か と推測は つ く ｡ こ のforeignと い う
語 は弁証法的 である ｡ なぜ な らそ れ は, 常 に
内部 と外部を規定する か ら である ｡ 実は こ の
差別 的なfor eign の 意 味 が 作 品 の 流れ で 次第
に 変化 し て い る こ と に 気 が付 く ｡ 冒頭 で は
foreignはEuropeを指す が , 排他的な ヨ ー ロ ッ
パ の 社交界 で は , for eign とは生粋 の ア メ リカ
人 であり , for eign ladyと はDaisy の こ とな の
である ｡
3 顔 す な わ ち 現象 - ｢何 が 起 こ っ た
の か｣
3. 1 隠 匿
何 であれ ｢優れ た｣ も の と称さ れる文学に
おける技巧を問題に す る際我々 に と っ て 重要
なの は , 真実そ の も の に 拘わる 技巧よりも ,
真実を隠匿する技巧な の だ ｡ フ ォ ル マ リ ス ト
た ちは これ を ｢異化作用｣ と い う呼 び名 で表
現 し た が , 文学 に お け る隠匿 とは , 事実 を歪
め て劇 的に する こ と で はなく , 読者に 提示 す
る秘密を増幅さ せ る こ と な の である ｡ 少 なく
とも , Ja m e sに と っ て は そう である ｡
W interbo u r n eが Daisyを始 め全 て の キ ャ ラ
ク タ ー の 顔を読む シ ー ン が よく見られ る o 顔
は表象 であり , しか も絶えず分節化を繰 り返
す表象 である ｡ ポ ー カ ー フ ェ イ ス と い う 言葉
がある が , 顔 と は存在論的と 同様 心理 的な意
視点人物 の w o ndeI-
味に お い て 隠匿 の 道具 であり, 精神 の 発露 と
して 表情が機能する , と い う神話が ある か ら
こ そ , こ の 身体上極 め て個性的 で 目立 つ 道具
が カ ム フ ラ ー ジ ュ として機能する の で ある ｡
シ ニ フ ィ ア ン と して の 顔 と, シ ニ フ ィ エ と し
て の 想念, イデ オ ロ ギ ー . 二 者 の 間の ズ レ は
現代哲学:理論に お い て す で に 語り尽く され た
とこ ろ である が,Ja m e sに と っ て顔 と は, 見せ
か けと して の 顔 である ばか り で なく,･ それ自
体 が常に 変化する表象 であり , 顔 と い う テキ
ス トを読 む行為 は, それ 自体分節化 に 対する
挑戦的な行為 である わ けだ ｡ Ja m e sは 肖像 画
と画家を好む ｡ それ は例えば フ ー コ ー が ベ ラ
ス ケ ス の 絵に 対 して 行 っ た実験の ようなもの
であり *9, Ja m e sの 作 品 で 言えば , The L,tar
(1888)に おける視点人物の 肖像画画家が 良 い
例 である ｡
3. 2 w o nderと e mba rr a s s m e nt
一 女性 - の 生成変化
w o nderと い う語 は視点 人物 の 生成変化 の
キ ー ワ ー ド で あ る｡ Daisyの 表情の 無変化 は
W inte rbo u r n eの w o nderを増幅さ せ る ｡
"
He
ヲ
s an Am eric an man!
"
c riedRandolph,
in hislittle hard v oic e. The yo ung lady
ga v e n ohe edto this a n n o u n c e m e nt, but
lo oked str aight at her br othe r.
" W ell, I
gu e s syo uhad betterbe qulet,
"
she sim ply
obs er v ed. ヰl o
こ の 人は ア メ リ カ人 だ よ, と言う子供 の 言
葉に何 の 注意も払 わず, 静か に した ら, と た
しなめ るDaisy｡ お し ゃ べ り である に も関わ ら
ず Winte rbo u rne に 関心 を寄 せ な い 素 振 り を
見せ る 彼女 一 流 の 意 図的 な 態度 は , W inte r-
bo ur ne の study欲を増進 さ せ る に 充分 で あ る0
ま た , ジ ュ ネ - ヴ では , ｢ある稀 な場合(under
c ertain r a r ely o c c u rring c o nditio n s)｣ 以外 は,
若 い 男は若 い 未婚 の 女性 と自由に 話 せ なか っ
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た ｡ 実は こ の しき た り が , 二 人 の 間に フ ィ ル
タ ー を作り, 会話を暖昧に する の に 一 役買 っ
て い る｡ また, Daisyに は 男性に 対 して 次 の よ
うな行動 パ タ ー ン があ る｡
This pr etty A m e ric a ngirl, ho w e v e r, o n
he a rlng Winterbo u r n e
'
s obse r v atio n, sim-
ply gla n c ed at him; she the ntu r n ed he r
he ad a nd lo oked o v e rthe parapet, at the
lake andthe op po site m o untains .
'l l
一 瞥する だ け で, そ っ ぽ を向 い て 風景を眺
め るDaisy｡ こ の 反復 的な ゼ ス チ ュ ア で彼 の
w onderは掻き た て られ る の である ｡
He w o nde r ed whether he had go n eto o
fa r;*1 2
こ こ で 注意 した い の は, ｢ - だ ろう か｣ の
whethe rの 存在 で ある ｡ こ の 接続詞に は 共時
的意味 が ある｡ そ して , 実際 , ラス ト近くの
whethe rは ｢ - だ ろう となか ろうと｣ の 意味に
か わ るの である ｡
"Ibelie v ethatit m ake svery
little differenc e whether yo u are engaged or
not!
" *1 3こ れ はすなわ ち, 常に w o nderを発 し
続ける W inte rbo u r n eがDaisyに 対する w o nde r
を解 除し, 生成変化を放棄 し, い わば ｢見捨
て る｣ こ と の文 法的な表れ でもある ｡
さ て , 今 一 度 出会 い の 頃のDaisyに 戻り , 彼
女の 反復 的な行動 に焦点を当て て み る｡
T he yo u ng girl gla n c ed o v erthe fr o nt
of herdr e ss, a nd s m o othed o ut a kn ot or
tw o of ribbo n. T he n she r e stedher eye s
upo nthe pro spe ct agaln‥ ‥ T he yo u nglady
gla n c ed athim again = ‥ And she s aid n oth-
ing m o r e.
* 14
またglanc eとs m o othe の 反復 で ある ｡Ja m e s
の 描 く行為 の 反復 は何 を表す の だ ろう｡ 読者
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が こ の 反復 か ら読み とる の は , 初対面 の 男性
に 対す る女性 の 行動規範 がDaisy の 中に で き
あ が っ て い る と い う こ と で ある ｡ つ ま り , 社
交 的な女性は 初対面 の ge ntle m a nに 対 して こ
の ように 行動 する の だ , と い う規範 で あ る ｡
これ が実際 の ヨ ー ロ ッ パ 社交界 に お け る伝統
的な規範 で は なく , Daisy が た だ 自分 の 中に 思
い 描 い て い る規範 である こ とは , こ の 規範 が
W interbo u r n eとGio v a n elli以外に l受け 入 れ ら
れ て い な い こ と か らも明 ら か であ る ｡ 否, 実
は こ の 二 人に の み 受け 入 れ られ て い る と い う
こ と が問題なの だ ｡ い ずれ に せ よ , こ の 引用
でわ か る の は , Winte rbo u r n eが彼女 の こ の 行
為L_
こ困惑(e mba rr a s s ed)して い る , つ まり , 彼
の 若さ故に 彼女 の 毘 に か か っ て い る と い う こ
と である ｡ 彼 は彼女 の 態度 の 一 瞬 一 瞬に 気持
ち が揺ら ぐ｡ つ ま り W interbo u r n eに おける心
の 分節化 であり生成変化 である ｡ こ れ は例 え
ば , Ba r/lab),に お ける , Ba rtlebyを前に した と
き の 視点人物 であ る弁護士 の 気持 ちと 同様 で
ある *15｡
さ て , Daisyの こ の 反復 が効果的に 用 い ら れ
て い る別 の 場面を見て み る ｡
｢
rhe yo ungladyin spected herflo u n c e s a nd
s m o othed her ribbons agaln; a nd Winte r-
bo u r n epr e s ellt y risked an obs er vatio n
upo n the be a uty ofthe vie w. He w a s
c e asing to be e mbarr a s s ed, fo r he had
begun to perc eiv ethat she w a s n ot in the
le a st e mba rr a s s edher self. T her elュad n ot
be e nthe slighte st alteration in he r char m-
1ng c o mplexion; she w a s e vide ntly n either
offended nor flutte r ed. If she lo oked
a n ot her w ay w hen he spoke to her, a nd
s e em ed not partic ularly to he arhim , this
w as sim ply herhabit, he r m a n n e r.
"
ま た もや リ ボ ン をさ わるDaisy｡ そ こ で , 令
度 は風景を眺め る行動 パ タ ー ン を読者は 予想
JLし .･し
する わけ だ が , 実際に は Winterbo u r n eが 代わ
り を損 じ, Daisy の 代わ り に 彼が 風景 の 美しさ
を指摘 した ｡ つ ま り , Winte rbo u r n eはDaisyの
パ ター ン を把 握し た わ け で あ る ｡ こ の こ と か
ら も, Daisy の 行動 の 反復は , Winterbo u rneを
引き込 む た め の 意図的な反 得で ある こ と が わ
か る ｡
こ の 引月]の 後半 でわ か る の は , Wintel七o u rn e
が w ondel-とperc ei＼′eを繰 り 返 す こ と に よ っ
て モ ノ を認識する 人間 であり , 知覚 に 頼る 人
間だ と い う こ と である ｡ こ こ で , 彼女 が ｢困
惑｣ しな い の を r知
l
克(pe r c eiv e)｣ して e mbar-
ra s sm entが 止 む 彼に 対 し, ロ ー マ に お い て
は , 彼女 が ｢困惑_｣ しな
い の に 対し , 彼は ｢困
惑｣ する こ とに なる ｡ ま た , ｢顔 色(c o mple x-
io n)｣ で判断する の も彼 の ｢知鴬 ｣ の特徴 であ
り , ｢無変化｣ な彼女に 対 し, ｢変化｣ が彼 の
特徴 で あ る ｡ 引用最後 の ｢彼女 の 習慣, や り
方(he rhabit, herm an ner)｣ に つ い て 言及 す
る なら , ス イ ス や ロ ー マ の ｢習慣(c u sto m)｣
を破 る の が 彼女 の ｢や り 方(nl a n n e r)｣ で あ
る ｡
さ て , 彼 が風景を指さ して 説明 して い く う
ち に , 彼女 のgla n c eが 彼 - と向け られ 始め る ｡
".this gla n c e w a spe rfe ctly dir e ct a nd
u n shrinking. It w as n ot, ho w e v eI
-
, W hat
w ould hav e be e n c alled a n im m ode st
gla n c e, fo rt he yo ung glrl
'
s eye s w ere
singula rly ho n e st a nd fr esh. The v w er
w o nde rfully pr etty eye s; cl nd, inde ed,
W inte rbo u r n ehad n ot s e e nfo r alo ng tim e
a nything pr ettie r tha n his fair c o u ntry-
w o m a n
'
s v a rio u sfe atu r e s-he r c o mplex-
io n, her n o s e, he r e ar s, herte eth. He had
a gr e at relish forfe minin ebe a uty;he w a s
addictedto obs er vi ng a nd a n alyzing lt: and
a s r ega rdsthis yo u nglady
'
s fa c elle m ade
s e v e r al obs e r v ations. It w a s not at all
insipid;butit w as n ot e x a ctly e xpre s siv e;
視点 人物 の w o nde r
a nd tho ugh it w a s e min e ntly delic ate,
W inte rbo u r n e m e ntally a c cus edit- very
forgl Vlngly- of a w ant of fin sh.
*1 7
Winte rbo u r n eの 女性美に 関す る ｢観察｣ と
｢分析｣ は , c o mple xio n*1 8に よる もの が大き
い ｡ 彼女の 顔に 関する彼 の ｢観察｣ の 結果 は,
｢特徴 の無 い , 活気の 無 い(insipid)｣ ｢表情 に
富む(e xpre s sive)とは言えない ｣ ｢繊細 だ が完
全さ に 欠ける(a w a nt of finish)｣ 'と い うよう
に , とて も美的とは 言 い 難 い 形容 である ｡ で
は なぜ 彼はDaisyに 惹か れ た の だ ろうか ｡ 或 い
は本当に 惹か れ て い た の だ ろうか ｡
She w a s v e ry quiet; she s at in a char ming,
tr a nquilattitude, but herlips a nd eye s
w e r e c o n sta ntly m o ving. She had a s oft,
sle nde r
,
agr ee able v oic e, andher tone w a s
de cidedly s o ciable.
*19
自分 のhisto ryを語 るDaisy｡ 無変化 なは ず
の 彼 女 が ｢常 に 変 化 し て い る(c o n stantly
m o ving)｣｡ 彼は常に 客観的な観察 の 対象 と し
て 彼女を観察し分析する ｡ そ して , 彼 の分析
に は, 彼 自身 の 持 つ 二 元論的 な視線 が用 い ら
れる ｡ そ の 二 元論的な観察結果 が上の 引用 で
あ っ た ｡ と こ ろ が , 無表情 で 活気 の な い 顔 の
背後に , 常に 変化し続ける彼女 が存在す る｡
彼 の 二元 論的な分析を裏切 る彼女 の行動に 彼
は興味を持 っ た の である ｡ 二 元論的な分析 が
裏切 られ る こ と , それ は生成変化 の 動機に も
なる ｡
3. 3 子供 へ の 生成変化
Randolphと の 出会 い は こ の 作 品 に と っ て
どう い う意味を持 つ の であ ろう ｡ 彼は初対面
の 際, Daisyと の 仲介役を果 た し て い る ｡ a n
u r chin ofnine orten とは , 彼 に 対する Winte r-
bo u r n eの 最初 の 描写 である ｡ u r chinと は, い た
ずら っ 子 , わん ばく小僧, 針ネ ズ ミ (hedge-
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hog) ( 時々 針ネ ズ ミに 化ける小鬼(elf))と説
明 さ れ る｡ では さ らに 彼に 対する描写を見て
み る ｡
The child
,
w ho was diminutive for his
ye a r s, had aged expre s sion of c o u nte-
n a n ce, a pale c om plexion, a nd sha rplittle
fe atu r e s. * 20
年 の わ り に小柄 で , 年をと っ た 表情, 青白
い 顔色, sharpな容貌 ｡ W inte rbo u r n eを見 る
｢ 一 対 の 聡明 か つ 透過 す る小 さ な眼(a pair
of bright, pe n etr ating little eye s)｣｡ こ れ は
大人 をpe n etr ateす る 子供 の 眼 で あ る (The
Tu r n ofthe Sc r e u)(1898)の 子供 の 眼を思 い
出して欲 しい)0
"
W illyo u glV e m e alu mp of s ugar?
" he
a sked,in a sharp, hardlittle v oic e- a v oic e
im m atu r e
, and yet, s o m eho w , n ot
yo ung･
*21
成熟して い な い が, 幼くな い , sha rp でha rd
な声 ｡ これ は決 して 幼く は ない , 世 間慣れ し
た 人間と して 彼 が 見なさ れ る べ きで ある こ と
を示 唆して い る ｡
"
O h, Bla z e s;it
'
s ha r-r-d ∫
"
he e x claim ed
,
pr o n o u n clng the adje ctiv ein a pe c uliar
m a n n e r. Winterbo u r n ehadim mediately
per c eiv edthat he mighthave the ho n o u r
of claim lng him a s afello w c o u ntrym a n.
"
Take c a r eyo udo n
'
thu rt yo u rte eth,
" he
said, pater nally.
*22
子供 の 妙 な発音 で 自分 と同じア メ リ カ人 と
｢知覚する｣ Winte rbou r ne｡ 彼は こ の 子供に
父親の ように 接するが, 彼らの 会話 に は特徴
的 なと こ ろが ある ｡
66 人 i)
Wintei
-bou r n e w a s m u ch a m u s ed.
"
Ifyo u
e at thr e elu m ps ofsugar, yo u l
-
m othe r will
c ertainly slap yo u,
" he said.
" She's gotto
giv e m e S O m e C a ndy, then,
"
rejoined his
yo u ng intel-o c uto I∴
"
I c an
'
t get an y
c a ndy her e-a ny A m eric a n c a ndy. A m er-
ic an c andy
'
s the be st c a ndy.
" *2 3
こ こ で , interlo c utorとは , 文語 で ｢対話者｣
の 意味 で あ る が , min str elsho wの なか で 黒 人
に 扮 し た 司会者 と い う共時的意味を持 つ
*2 4
｡
そ れ は楽団員 の 列 の 中央 でアナ ウ ン サ ー 役 を
して , 両端 の 芸人と ユ ー モ ラ ス な掛合をする
司会者 の こ と であ る｡ つ まりJa m e sは 二 人 の
掛合f蔓オ を設定して い る の だ ｡ ア メ リ カ の 流
行 り物 で ある 演芸を通 じて , W interbo u rll eは
子供 - の 生成変化を開始する ｡ 相手 の 台詞 尻
を捕 ま え て オ オ ム 返 しに 会 話 をし な が ら ,
W inte rbo u r n eは次第に Ra ndlph の 観察 - と 向
か う ｡
1Vinterbo ur ne w onderedifhellim s elf had
be e nlike this in his infancy, forhe had
be e n br o ught to Eu r ope at about this
age ･
*2 5
Winterbo u rneは こ の 子供 の 歳 の 頃, ヨ ー ロ
ッ パ に 連 れて こ られ た ｡ そ こ で , 彼は自分 の
幼少 の 頃とRa ndlphの 様子を重ね合 わ せ る ｡
そ こ で 子供に 対す る w o nde rで あ る ｡ つ ま り
winte rbo u rne は 子供 に 対 し生成変化 を開始
する の で あ る ｡
4 二 元 論的to ne
4. I to n e
tone は こ の 作品 の キ ー ワ ー ド である ｡ 作中
に お い て 登 場人物 , 特に Daisyと W interbo u r n e
はtone で様 々 な状況を判断する ｡
最初に こ の キ ー ワ ー ドが見 られ る の は c o u-
rier Euge nio の 登場に お い て で ある ｡
識 フL
"
M ade m ois elle ha s m ade arrange m e nts ?
"
he Elddedin ato n e which stru ck Winter-
bo u r n e a s v ery im pe rtin e nt. Eugenio
'
s
to n e ap pa r e ntlv thr e w, e v e n亡o M is s
M ille r
'
s o w n ap pr ehe n sio n, a slightly
ironic al light upo n the yo u ng glrl
'
s situ a-
tio n. She tu r n ed to Winterbo ur ne, blu shl
lng alittle- a v e rylittle.
*26
shと1rPlyに Winterbou r n eを見るEuge nio｡ こ
のinlPertinentなtoneをDaisyも感 じ と る ｡ こ
れ は無変化 の Daisyが 見せ る初 め て の 変 化 で
ある ｡ こ の エ ピ ソ ー ド で わか る の は, ir o ny の
か け らも な い Dと1isy が , ir o nyを感 じ とる と変
化を生 じる と い う こ と で あ る ｡ 従僕 であ るは
ず の Eugenio の offenc eとim putatio nは , 例 え
ば , T he Tu r7て ()i the Scre,Lt) のQuintを連想
させ る o ま た , そ の 後 の 様 々 な エ ピ ソ ー ドか
ら , Daisyと の 性的関係も匂わせ て い る よう で
ある ｡
次に , 伯母 の MI＼Co stello のtolleを読み とる
場面を見て み る ｡
And herpictu r e ofthe min utely hier a rchi-
c alc onstitution ofthe s o ciety ofthat clty -
w a s. . .alm o st op pre s sively striking. He
im m ediately pe r c eiv ed, fr o mhertone, that
Mis sDaisy Miller
'
s pla c ein the s o cials c ale
w as lo w.
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伯母 のto n eか ら デ イ ジ ー の 社 交的 地 位 を
per c eiv eする W inte rbo u r n e｡ 彼 の 認識 の 源 は
言葉 で は なく 言葉 の 周辺 , 雰囲気 に ある こ と
が
,
こ の 引用 か ら見て 取れ る ｡
"
i w a stelling M r. W inte rbo u r n e,
"
the
yo ung glrl w e nt o n; a nd to the yo u ng
m an
'
s e ar her to n e migh t ha v eindic ated
that she hadbe e n utteringhis n a m e all her
life. *2 8
視点 人物 の w o nder
w inte rbo u r n eの 判 断 の 手 が か り は 目 と耳
である ｡ そ の 中 でto n eは耳 に 訴えか ける もの
である ｡ そし て , Daisyは知り合 っ た ば か り の
男 の 名前を親しげに 呼ん で い る ように 思 わせ
る声 のtoneを持 つ 女 とも言える ｡ 彼女はin no-
c e nt である と同時に , 無意識 の う ちに , 確実に
女なの で ある ｡
4. 2 s o ciety
Daisyは様々 な場面 で s o cietyと い う用語 を
連発する ｡
she w a slo oking at W interbou r n e with all
herpr ettines sin herliv ely eye s a nd in her
light, slightly m o n ot n o u s s mile･
"
I ha v e
alw ays had a gre at de al of ge ntle m e n
'
s
s o ciety.
" *2 9
こ れ を聞 い て 戸惑 い な が らも魅 せ られ る
W inte rbo u r n e｡ 彼女の 口頭 に よる e xpre s sio n
は e xpr e s siv eで な い 表情 とは 正 反対 であ か ら
さ ま である ｡ Daisyは あくま で 男性 の 社交界に
こ だ わ る が , Daisy の こ だ わ る s o cietyはfor-
eign erを排除する性質を備 えて い る し, そ の
結果Daisyは疎外 され る こ とに なる｡
Daisyを疎外す る の は ヨ
ー ロ ッ パ の 社交 界
だ け で はな い ｡ ヨ ー ロ ッ パ 全体 のto n eが す で
にDaisyを排 除する 存在 で あり, それ に慣 れ親
し ん だ ア メ リ カ か ら の ｢離 脱 者｣ で あ る
winte rbo ur neもま た , Daisyを疎外 し排除す
る 存在に なる の だ ｡
Hefelt thathehad liv ed atGeneva s olo ng
that he had lo st a go od de al; he had
be c o m edishabitu ated to the A m e ric a n
to n e. *3 0
ジ ュ ネ - ヴ に 居すぎた た め に 失われ た もの
が ア メ リ カ人 のto n eで ある , と い う こ の 一 文
は , to n eと い う語 が キ ー ワ ー ド である が故 に
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重要 である ｡ W interbo u r n eはto n eで全て を知
覚する 人間 である ｡ ア メ リカ のto n eを失 っ た
と い う こ とは , 対応関係 か らヨ
ー ロ ッ パ 的な
to n eを身に つ けて しま っ た , と い う こ とを意
味 す る ｡ そ れ 故
"
… had he enco u nte r ed a
you ng Am eric a nglrlofs opronou n c eda ty pβ
a sthis.
" *3 1と い う よ う に , Winterbo u rn eは
Daisyをty pe化 して 見よう と する ヨ
ー ロ ッ パ
的な視点を持 っ て しま っ て い る の である ｡
と こ ろ で , Daisyの 性 質 に 戸 惑 う W inte r-
bo ur neを描写す る 一 文 に 次の よう なも の が
ある ｡
winte rbo u r n ehad lo sthisin stin ctin this
m atte r, a nd his r e a s on c ould n ot help
him . *3 2
本能と 理性 ｡ 相反する もの だ が , 本能を失
い
, 理性 は役に 立 た ない と は どう い う こ とな
の だ ろう ｡ 魅力的 だ が, こ の よう なき っ ぱり
した, 決然た る態度 の 社交的な女性に 会 っ た
こ と｡ Winterbo u r n eは, 女の こ とに つ い て は
本能を失 い , 理性も役 に 立 た な い 若者なの だ ｡
彼女はin n o c e nt に見える が, flirts で ある と考
え た い ｡ なぜ ならDaisyがflirts である なら, 彼
女 を彼 の 観察 と分析 で究め る こ と が できる か
ら である ｡ 自分 の 理解 できる c atego ryに お さ
め た がる W interbo ur ne｡ 彼 の 視線は利己的で
ある ｡ そして こ の 彼の 弁証法的, 二 元論的視
線は , 彼女 を追 い 詰め る こ とに なる の で ある ｡
W inte rbo ur ne w a s alm o st gr ateful for
ha vingfo u ndthe for m ula that ap pliedto
M is sDaisy Miller.
*3 3
公式 と公式 の 応用｡ for m ulaと は, ヨ ー ロ ッ
パ 的 な排 他 的 視 点 を身 に つ け て しま っ た
w interbo ur ne の 思考 パ タ ー ン を端 的 に 表 す
用 語 である ｡ こ の 数学的思考 を裏付け る用 語
は , 微分 とは対極 の位 置に ある 二 元論的な思
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考を意味 する ｡
ま た , 次 の よう な 一 節もある ｡
5Z! 5‖
It w a sinlPO S Sible to regard her a s aperl
fe ctly w ell-c ondu ctedyo u nglady; she w a s
w a ntlng in a c el~tain indispe n s able deli-
c a cy, Itw o uldther efor e sim plify m atters
gr e atlytobe able to tre atheI-a sthe obje ct
of o n e of tho s e s e ntim e nts which a r e
c alled by ro m a n c e r s
"
la wle s spa s sio n.
"
That she sho ulds e e mto wishto get rid of
him w o uld help him to think m or elightly
ofhe r
,
a ndto be able to thinlく m Or elightly
of he r w o uld m ake he r m u ch le s sperple x-
ing. B ut Daisy, o n t his o c c a sio n,
c o ntin ued to pr es e nt her s elf と1S a nin scru-
table c o mbin atio n of a uda city a nd
In n o c e n c e.
*3 4
弁 証 法的 な Winterbo u r n eの 推論 を こ こ で
も 見る こ と が で きる ｡ Daisyを何 とか 自分 の 理
解 し得る 範時に お こ うとする彼 の 思考 パ タ ー
ン が こ こ でも見られ る の で ある が, こ の 場合
は 数学 的 で は なく文 学的 で あ る ｡ と こ ろ で
W interbou r ne は なゼ ロ マ ン ス 作家 に 言及 し
た の だ ろう｡ ロ マ ン ス 作家, 或 い は ロ マ ン ス
と い う ジ ャ ン ル の 用 語 で定義づ ける と い う こ
と｡ こ こ に 見られ る の は 英国 の 伝統的 な ロ マ
ン ス の ジ ャ ン ル と現代的両義性に 基づく概念
の 対立 であ る *3 5｡ 彼は ア メ リ カ娘Daisyを伝
統的な ジ ャ ン ル で評価 しよう として い る ｡ だ
が彼女は 両義的存在 であり , 混沌 と した 新 し
い 時代 の 感覚 を予感 させ る存在 で ある ｡ こ の
引用 で見て も, 両者 の ズ レ が決定的 である こ
と が わ か る の である ｡
5 結 論 一 中短編 小 説 と して の
Dal
'
sy M ille r
中短編小説 の 問題提起は およ そ 一 つ に 集約
され る｡ す なわ ち ｢何 が起 こ っ た の か ｡ ｣ と い
識 ) L
う問 い か け を常に 発 する こ と である ｡ 小話は
こ れ と対極 に 位置 し, ｢ こ れか ら何 が起きる の
か ｣ を問題 と し, ノ 削 こ読者に 緊張 を与 えな が
ら , こ れ か ら何 か が起 こ る し, 行為が行 われ
る ｡ 長編小説 の 場合は折衷的で あり, こ れら
中短編小説 と小話 の 要素 を取り 入れ な が ら,
時間 の 持続 の 中で , 常に 現在 の 軸 で何か が起
こ り , 何か が行わ れる よう に な っ て い る｡
さ て , こ れま で 見て きた よう に , 視点人物
Winte rboし1r n eは Daisyに つ い て w o nde rを抱く ｡
す なわ ち ｢何 が 彼女 に 起 こ っ た の か ｣｡ し か
し, こ の 作品 に つ い て ｢ W interbo u r n eはDaisy
の 死 を境 に ど の よ うな成長 を遂 げ た の で あ ろ
うか ｣ な どと い う愚問を投げか けて は な らな
い だ ろ
:
) o な ぜ な ら , W interbo ur neは 初め も
終 わ りも変 わ ら な い の だ か ら ｡ 彼は ア メ リ カ
娘 と の 出会 い の 前も後 も, ヨ 一 口 ､ ソ パ 娘 を
studyする こ と に 従事 して い る の だ ｡ も し,
Jam e s自身 の 意図 があ る とすれ ば そ れ は プ ロ
ッ ト とし て の 結末よY)もも っ と別 の と こ ろに
存在する だ ろう｡ Ja m e sの 作品 の 特徴は視 点
人物 の 眼か ら問 い か けをし, 反復的な行為 の
中 で秘密を, 視点人物 の w o nde rを増幅さ せ て
ゆ く こ とに ある ｡ こ の 作 品の 中で は とり わけ
顔 を問 い か け の 対象と し , toneを知覚 の 根拠
と しな が ら ,JaI¶ eSは , 若 い 青年と い う実験的
な視点を周 い て , 読者 に何 か を提示 しな が ら ,
何 か を隠し通 し た の だ ｡ 優れ た 作 品は 何 で あ
礼 ,
ノ
削 二隠し通す こ とに 意味 がある ｡ 推理小
説は 初め か ら犯 人 が わか っ て い るか , 或 い は
最後に 犯人 が わ か る仕掛けに な っ て い る ｡ い
ずれ に せ よ , 犯 人 が わ か る こ と , 理解さ れる
こ と が作 品 の 結論 な の だ ｡ ル ポ ル タ ー ジ ュ で
あれ ば , 目的は 何か を明 ら か に する こ と であ
ろう ｡ だ が , Ja m e sの 書きた か っ た の は 推理 小
説 でも ル ポ ル タ ー ジ ュ で もな い (Po eで すら
そう で あ る *3 6)｡ 絶 えず問 い か け を繰 り返 す
こ と, そ して 隠 し通す こ と が 彼 の 意図 で あり ,
や r)方 な の で ある o
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A B S T R A C T
T he purpos e ofthis the sisis to analyz ethe begln ning of Daisy M iller, o n e ofthele ading n ovels of
HenryJam es, a nd to e x a min ethe fe atur e ofthe he ro
'
s point of view in the bo ok･ Ja m es
'
inte n sio n
in the bo ok is to s et up v ario u s
"
qu e stionlngS
"
thro ughthe he ro
'
≡;du alistic polnt Ofvie w･ T he hero
w interbo ur n e,the you ng exilefr o mA m eric a, obs erv esDaisy
'
s r e巨,etitiv ebehaviorfrom dualistic point
of vie w. T he m aterials forhisjudgm e nt ar eher c om plexio n a □d to n e. Heis e mbarr a ss ed by her
c o n sta ntly m o ving partbeyond his c o mpr ehe n sio n･ And he arr a ngesit to his o wn c on venience, and
rebuilds it within his u ndersta nding. W hat le a v e sher out is n ot o nly Eu rope an s c e n ery o its
e x clu siv e so ciety, but W interbo urne
'
s egotistic eyes. His point of vie w do es n ot cha nge orde v elop
thr o ugho ut the story･ But theim porta ntpol ntin the bo ok is n ot the plotits elf, but the
"
qu e stio nlng
"
ofthe hero
,
ho wthe hero a mplifieshis w onder thr o ugh his r epetitiv e a ctio n･
K E Y W O R D S
Qu estio ning, Bin aryOppo sitio n, Du alis m, Point of V ie w orEy(∋s, Co mple xio n, To n e
